
風媒花
佐倉市文化芸術アーカイブ

第3７号を刊行

ふうばいか

特集 学芸員が語る佐倉の文化財

昨年度に策定した「佐倉市文化財保存活用地域計画」推進の
一環として、佐倉の文化財を大特集。
佐倉市役所在籍の学芸員がわかりやすく解説しました。

【価格】 300円 （税込み）

【頒布場所】 夢咲くら館、佐倉市各出張所・派出所、佐倉武家屋敷、
旧堀田邸、佐倉順天堂記念館、国立歴史民俗博物館
（夢咲くら館は郵送での販売も対応しています。）

【お問い合わせ】

佐倉市 魅力推進部 文化課 （担当：江森幹浩）
TEL：043-484-6191 ／ E-mail：bunka@city.sakura.lg.jp

『風媒花』は、昭和63年創刊の年刊誌です。
歴史や芸術など、まちの文化に特化した冊子の刊行
は、千葉県内だけでなく全国的にも稀有な取り組みと
なっています。

【佐倉市 プレスリリース】

＊見本誌をご請求ください。 （PDF版もご提供します。）

〔掲載の文化財〕
宮内井戸作遺跡出土遺物
骨蔵器 （高岡新山遺跡）
簾阿弥陀来迎図 （教安寺）
紺糸威桶側胴具足 （麻賀多神社）
ジェラール瓦
『放し鰻』挿絵 （今村恒美）

人面付壺 （六崎大崎台遺跡）
佐倉城跡
『古今佐倉真佐子』
『三峯山道中記図絵』
『花園口上陸図』 （浅井忠）


